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記
事
の
内
容

№
1504　

二
〇
一
七
年
九
月
十
五
日

一
面　

自
治
労
中
央
本
部
第
九
十
回
大
会
（
八
／
二
十
八
～
三
十　

新
潟
市
）

　

地
域
間
格
差
の
解
消
を
め
ざ
す

　

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
処
遇
改
善
と
組
織
拡
大
へ

え
さ
き
た
か
し
国
会
報
告
会
（
八
／
二
十
五　

豊
岡
市
）

　

安
倍
一
強
政
治
に
終
止
符
を

現
業
公
企
統
一
闘
争

　

直
営
堅
持
を
基
本
目
標
に

　

十
月
二
十
日
に
統
一
行
動
を
配
置

西
脇
・
南
あ
わ
じ　

予
定
候
補
者
を
推
薦
決
定

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

今
が
チ
ャ
ン
ス　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

県
本
部
大
会
の
課
題　

尾
西
書
記
長
に
聞
く

　

四
万
人
体
制
の
再
構
築
へ

木
村
草
太
講
演
会
（
九
／
五　

丹
波
の
森
公
苑
）

　

安
倍
改
憲
案
は
論
理
矛
盾

　

九
条
の
自
衛
隊
明
記
を
批
判

二
〇
一
七
人
勧
と
課
題

　

政
府
の
取
り
扱
い
が
焦
点

全
労
済
自
治
労
共
済
本
部
・
自
治
労
共
済
生
協

　

取
り
組
み
方
針
を
確
認

第
十
回
黒
豆
収
穫
祭
（
案
内
）

№
1505　

二
〇
一
七
年
十
月
一
日

一
面　

現
業
・
公
企
統
一
闘
争

　

直
営
堅
持
を
基
本
目
標
に

　

新
規
採
用
を
勝
ち
取
ろ
う

県
人
事
委
員
会
へ
申
し
入
れ
を
実
施
（
九
／
八
）

　

較
差
は
給
料
表
で
対
応
を

神
戸
市
人
事
委
員
会
勧
告
（
九
／
十
二
）

　

四
年
連
続
の
引
き
上
げ

小
野
市
裁
判　

大
阪
高
裁
へ

青
年
部
定
期
総
会
（
九
／
九　

神
戸
市
教
育
会
館
）

　

組
織
強
化
に
力
を
入
れ
る

女
性
部
定
期
総
会
（
九
／
九　

神
戸
市
教
育
会
館
）

　

権
利
は
使
う
た
め
に
あ
る

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　
　

松
本
真
紀
子

二
面　

町
職
連
協
定
期
総
会
（
太
子
町
）

　

対
等
に
交
渉
で
き
る
組
織
力
を

　

新
議
長
に
北
川
さ
ん
を
選
出

公
企
評
総
会
・
公
企
集
会
（
九
／
八
～
九　

ゆ
め
春
来
）

　

危
機
管
理
体
制
の
強
化
へ

臨
職
評
定
期
総
会
（
九
／
二
十
三　

共
済
会
館
）

　

法
改
正
を
恐
れ
ず
に
実
態
に
応
じ
た
取
り
組
み
強
化

公
共
民
間
協
総
会
（
九
／
九　

神
戸
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
）

　

第
一
環
境
、
加
西
社
協
が
新
た
に
協
議
会
へ
結
集

障
労
評
つ
ど
い
を
開
催
（
九
／
二
十
三　

尼
崎
市
）

　

幹
事
会
体
制
の
強
化

神
河
町
長
選
挙

　

山
名
宗
悟
さ
ん
を
推
薦
決
定

№
1506　

二
〇
一
七
年
十
月
十
五
日

一
面　

第
六
十
八
回
県
本
部
定
期
大
会
（
九
／
三
十　

舞
子
ビ
ラ
）

　

県
本
部
四
万
人
体
制
の
再
構
築
へ

　

大
野
新
執
行
部
体
制
を
確
立

新
役
員
体
制
を
確
認

　

小
原
、
山
下
新
副
委
員
長
を
選
出

今
回
の
大
会
で
退
任
さ
れ
た
役
員

報
告
に
関
す
る
発
言

　

組
合
結
成
し
活
動
開
始　

加
西
社
協
労
組　

石
原
代
議
員

　

住
民
ビ
ラ
で
委
託
阻
止
を　

加
古
川
市
職
労　

岸
本
代
議
員

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

心
が
折
れ
そ
う　

大
植
賢

二
面　

方
針
に
対
し
二
十
人
が
発
言

　

総
務
省
対
策
を
要
請　

県
職
労　

青
木
代
議
員

　

情
報
入
手
に
全
力
を　

神
戸
市
従　

井
上
代
議
員

　

地
域
交
通
の
確
立　

伊
丹
交
通
労
組　

飯
田
代
議
員

　

市
北
部
の
医
療
を
守
る　

川
西
市
職
労　

山
下
代
議
員

　

自
民
党
政
治
に
歯
止
め
を　

高
砂
市
職　

尾
山
代
議
員

　

処
遇
改
善
へ
の
支
援
を　

加
西
ユ
ニ
オ
ン　

古
角
代
議
員

　

人
員
確
保
が
困
難　

宍
粟
市
職
労　

田
路
代
議
員

　

任
期
付
保
育
士
の
雇
用
守
る　

丹
波
市
職
労　

足
立
代
議
員

　

労
使
対
等
実
現
に
尽
力　

清
水
愛
老
園
労
組　

谷
代
議
員

　

支
払
機
関
の
意
義
重
要　

国
保
労
組　

麻
生
代
議
員

　

青
年
と
沖
縄
視
察
に
参
加　

県
職
労　

金
本
代
議
員

　

年
金
受
給
ま
で
の
雇
用
を　

尼
崎
嘱
託
労　

上
原
代
議
員

　

合
理
化
強
行
を
阻
止　

三
田
市
職
労　

白
髭
代
議
員

　

審
査
請
求
を
不
当
に
棄
却　

明
石
市
職
労　

大
岡
代
議
員

　

実
損
回
復
に
取
り
組
む　

三
木
市
職　

中
西
代
議
員

　

山
名
町
長
の
三
選
め
ざ
す　

神
河
町
職　

高
内
代
議
員

　

町
議
選
に
二
人
を
擁
立　

新
温
泉
町
職
労　

中
田
代
議
員

　

分
会
活
動
を
活
性
化　

社
保
労
連　

川
尻
特
例
代
議
員

　

地
公
法
改
正
に
危
機
感　

宝
塚
市
職
労　

濱
田
代
議
員

　

実
態
改
善
重
ね
て
き
た　

明
給
労　

前
田
代
議
員

森
蔭
委
員
長
あ
い
さ
つ
要
旨

　

新
た
な
る
体
制
で
の
更
な
る
団
結
強
化
を

訂
正
と
お
詫
び

№
1507　

二
〇
一
七
年
十
一
月
一
日

一
面　

現
業
公
企
闘
争
決
起
集
会
（
十
／
十　

県
民
会
館
）

　

新
規
採
用
に
こ
だ
わ
る

　

人
員
減
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
危
機
的
状
況

青
年
女
性
現
業
・
公
企
交
流
会

　

職
場
の
活
動
か
ら
闘
争
を
前
進
さ
せ
よ
う

現
業
公
企
対
県
交
渉
（
九
／
七
）

　

労
使
交
渉
・
合
意
が
大
前
提
と
確
認

県
人
事
委
員
会 

報
告
と
勧
告
（
十
／
十
二
）

　

給
料
表
、
一
時
金
と
も
引
き
上
げ

　

独
自
カ
ッ
ト
の
解
消
も
要
請

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

漁
夫
の
利　

大
西
英
剛

二
面　

衆
議
院
選
挙

　

小
選
挙
区
で
の
議
席
確
保
で
き
ず

　

桜
井
さ
ん
は
比
例
で
復
活

神
戸
市
長
、
西
脇
・
豊
岡
・
南
あ
わ
じ
市
議
選
は
当
選

確
定
闘
争
に
勝
利
し
よ
う

　

統
一
行
動
日
は
十
一
／
十
五
と
十
一
／
二
十
二

県
本
部
単
代
会
議
（
十
／
三
）

　

較
差
解
消
め
ざ
す

町
職
連
協
単
代
で
確
認

　

確
定
は
第
二
波
に
集
中

県
本
部
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
発
表

県
本
部
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
（
案
内
）

県
本
部
囲
碁
・
将
棋
大
会
の
出
場
者
募
集
（
案
内
）

№
1508　

二
〇
一
七
年
十
一
月
十
五
日

一
面　

二
〇
一
七
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

　

宝
塚
・
豊
岡
・
養
父 

正
規
で
職
員
確
保

　

丹
波
は
苦
情
処
理
共
同
会
議
設
置

　

積
み
残
し
課
題
は
確
定
闘
争
へ

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
第
四
十
七
定
期
総
会
（
十
／
二
十
七　

洲
本
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）



　

よ
り
一
層
ブ
ロ
ッ
ク
結
集
を

連
合
兵
庫
第
十
六
回
定
期
大
会
（
十
／
三
十　

メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
）

　

男
女
共
同
参
画
め
ざ
す

近
畿
地
連
第
六
十
四
回
定
期
総
会（
十
一
／
二　

和
歌
山
市
内
）

　

森
蔭
議
長
が
勇
退

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

排
除
し
ま
す　

お
や
す
み
漫

二
面　

青
年
部
対
県
交
渉
（
十
一
／
一
）

　

中
途
採
用
者
の
処
遇
改
善
求
め
る

　

同
一
年
齢
同
一
賃
金
を

自
治
体
退
職
者
会
兵
庫
県
本
部
第
四
十
二
回
定
期
総
会
（
十

／
三
十
一　

伊
丹
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
）

　

現
退
一
致
の
活
動
強
化

　

一
年
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ
で
歓
談

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
給
食
調
理
員
交
流
会
（
十
／
二
十
一   

共
済
会
館
）

　

徹
底
し
た
手
洗
い
と
体
質
管
理
を

新
温
泉
町
に
二
人
の
組
織
内
議
員
誕
生

大
野
新
委
員
長
に
聞
く

　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

№
1509　

二
〇
一
七
年
十
二
月
一
日

一
面　

二
〇
一
七
確
定
闘
争
決
起
集
会
（
十
一
／
八　

県
庁
前
）

　

労
使
交
渉
で
決
着
は
か
る

　

県
は
「
給
与
法
成
立
後
」
を
強
調

県
本
部 

県
市
町
振
興
課
交
渉
（
十
一
／
七
）

　

年
内
差
額
支
給
求
め
る

青
年
女
性
部
確
定
決
起
集
会（
十
一
／
八　

生
田
文
化
会
館
）

　

賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う

　

神
戸
交
通
労
組　

青
年
部
で
ア
ン
ケ
ー
ト

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

不
法
投
棄　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
第
四
十
七
定
期
総
会
（
十
一
／
一　

姫
路
市

民
会
館
）

　

山
下
新
議
長
を
選
出

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
第
四
十
七
定
期
総
会
（
十
一
／
十　

豊

岡
市
内
）

　

女
性
副
議
長
に
高
階
さ
ん

阪
神
七
市 

人
事
協
へ
申
し
入
れ
（
十
一
／
一
）

神
河
町
長
選
挙　

山
名
さ
ん
が
当
選
（
十
一
／
十
九
）

全
労
済
自
治
労
共
済
本
部
兵
庫
県
支
部

退
職
者
移
行
説
明
会
の
ご
案
内
（
案
内
）

№
1510　

二
〇
一
七
年
十
二
月
十
五
日

一
面　

二
〇
一
七
賃
金
確
定 

単
組
妥
結
状
況

　

ス
ト
回
避
し
大
綱
妥
結

　

退
職
手
当
は
切
り
離
し
協
議
へ

退
職
手
当
組
合
へ
申
し
入
れ
（
十
二
／
十
四
）

　

国
同
様
の
措
置
は
求
め
な
い

　

要
求
書
と
署
名
を
提
出

県
本
部
自
治
研
集
会
（
十
一
／
二
十
三　

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

　

地
域
づ
く
り
は
交
通
の
確
保
か
ら

　

生
活
す
る
た
め
の
交
通
政
策
が
重
要

安
倍
九
条
改
憲
№
！
憲
法
生
か
す
全
国
統
一
署
名
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

い
つ
も
の
こ
と
だ
し　

松
本
真
紀
子

二
面　

第
三
十
七
回
囲
碁
・
将
棋
大
会
（
十
二
／
一　

共
済
会
館
）

　

囲
碁
・
三
谷
さ
ん
、
将
棋
・
野
場
さ
ん
が
優
勝

　

退
職
者
会
が
初
参
加

臨
職
評
が
退
職
者
会
を
結
成
（
十
一
／
十
五
）

　

親
睦
を
一
層
深
め
る

県
本
部
消
防
セ
ミ
ナ
ー
（
十
一
／
二
十
五
）

　

よ
り
良
い
消
防
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
は
労
使
協
議
が
重
要

神
戸
地
裁 

公
平
委
の
却
下
は
違
法

　

三
木
市
に
誠
実
な
解
決
求
め
る

№
1511　

二
〇
一
八
年
一
月
一
日　

新
年
号

一
面　

大
野
委
員
長
年
頭
あ
い
さ
つ

　

前
向
き
に
地
道
な
努
力
を
重
ね
る
年
へ

県
本
部
役
員
・
書
記

二
面　

公
共
交
通
は
み
ん
な
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

持
続
可
能
な
み
ん
な
の
地
域
公
共
交
通
の
実
現
へ

　

自
治
体
の
積
極
的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
て
い
る

都
市
公
共
交
通
評
議
会
と
は

　

兵
庫
は
二
単
組
で
構
成

書
き
損
じ
は
が
き
と
古
本
で
国
際
貢
献
し
よ
う
（
案
内
）

三
面　

峰
山
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ホ
ワ
イ
ト
ピ
ー
ク

　

十
四
年
ぶ
り
に
ス
キ
ー
場
新
設

　

神
河
町
の
活
性
化
へ
期
待
高
ま
る

　

臨
時
駐
車
場
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス 

町
が
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

気
軽
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い 

山
名
町
長

私
た
ち
も
自
治
労
と
と
も
に
頑
張
り
ま
す

　

共
済
県
支
部

　

自
治
研
セ
ン
タ
ー

　

組
織
内
首
長
・
議
員

四
面　

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

イ
ヌ
（
戌
）
の
こ
と
わ
ざ 

故
事
・
用
語

№
1512　

二
〇
一
八
年
一
月
十
五
日　

共
済
特
集
号

一
面
・
二
面　

じ
ち
ろ
う
団
体
生
命
共
済
が
よ
り
良
い
制
度
へ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

№
1513　

二
〇
一
八
年
二
月
一
日　

一
面　

県
本
部
単
組
代
表
者
会
議
（
一
／
十
六　

共
済
会
館
）

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
向
け
臨
時
・
嘱
託
の
現

状
把
握
を

　

県
本
部
と
し
て
の
給
料
指
標
を
示
す

旗
開
き
に
二
〇
〇
人
（
一
／
十
六　

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

　

労
働
運
動
の
姿
見
せ
よ
う 

大
野
委
員
長
が
抱
負

本
部
春
闘
討
論
集
会
（
十
二
／
十
三
～
十
四　

東
京
）

　

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
へ

　

処
遇
改
善
と
一
体
の
取
り
組
み
を

批
准
投
票
の
成
功
を
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

高
い
ハ
ー
ド
ル 

大
植
賢

二
面　

第
三
回
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
十
二
／
八　

共
済
会
館
）

　

現
場
実
態
か
ら
追
及
を

　

要
求
書
づ
く
り
、
模
擬
交
渉
を
行
う

第
三
十
二
回
人
権
啓
発
研
究
集
会
（
一
／
十
一
～
十
二　

神

戸
国
際
展
示
場
）

　

人
権
啓
発
集
会
に
四
〇
〇
〇
人

　

県
本
部
か
ら
も
七
十
人
が
参
加

女
性
部
・
臨
職
評
合
同
学
習
会
（
十
二
／
十
六　

共
済
会
館
）

　

寸
劇
で
権
利
を
学
ぶ

　

声
を
掛
け
合
っ
て
権
利
行
使
を

部
落
解
放
県
民
共
闘
会
議 

第
四
十
回
定
期
総
会
（
十
二
／

十
一
）

　

差
別
生
む
社
会
変
え
よ
う

　

県
民
共
闘
が
総
会
、
人
権
三
法
を
学
ぶ

№
1514　

二
〇
一
八
年
二
月
十
五
日

一
面　

反
行
革
・
予
算
要
求
統
一
行
動

　

増
員
を
確
認
し
妥
結

　

六
単
組
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置

町
職
単
組
交
流
会
（
一
／
十
九
～
二
十　

佐
用
町
）

　

非
正
規
の
処
遇
改
善
と
組
織
化
を
重
点
課
題
に

青
年
部
学
習
会
（
一
／
七
）

　

本
部
の
佐
藤
部
長
が
講
演



　

実
態
か
ら
は
じ
め
よ
う

本
部
中
央
委
員
会
（
一
／
二
十
九
～
三
十　

東
京
）

　

春
闘
方
針
な
ど
確
認

　

裁
判
闘
争
へ
の
支
援
を
要
請

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

ギ
ャ
ッ
プ
「
戦
争
と
平
和
」　

大
西
英
剛

二
～
三
面　

二
〇
一
八
春
闘

「
底
上
げ
・
底
支
え
」
を
合
言
葉
に

　

統
一
行
動
日
は
三
月
十
六
日
に
設
定

　

１　

一
八
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢

　

２　

具
体
的
な
取
り
組
み

　

３　

公
務
員
賃
金
の
改
善
と
地
方
財
政
の
確
立

　

４　

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
対
応

　

５　

格
差
是
正
と
公
正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
確
立

　

６　

平
和
運
動
の
推
進
と
政
治
闘
争

二
〇
一
八
春
闘
の
行
動
日
程

二
〇
一
八
春
闘
重
点
課
題
（
概
要
）

連
合
兵
庫
春
闘
決
起
集
会
（
案
内
）

四
面　

臨
職
評
全
単
組
代
表
者
会
議
・
学
習
合
宿
（
一
／
二
十
七
～

二
十
八　

共
済
会
館
）

　

法
改
正
で
処
遇
は
ど
う
な
る

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
課
題
を
学
習

明
石
市
職
員
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

　

神
戸
地
裁
へ
提
訴

　

公
務
災
害
認
定
を
求
め
る

第
三
十
七
回
自
治
研
集
会
自
治
研
レ
ポ
ー
ト
募
集

障
労
評
電
話
相
談
（
案
内
）

新
春
ク
イ
ズ
当
選
者
発
表

№
1515　

二
〇
一
八
年
三
月
一
日

一
面　

県
本
部
二
〇
三
回
中
央
委
員
会
（
二
／
九　

神
戸
市
内
）

　

非
正
規
の
組
織
化
を

　

会
計
年
度
の
労
働
条
件
で
発
言
も

二
〇
一
八
春
闘
討
論
集
会
（
二
／
十　

神
戸
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
）

　

月
例
給
の
引
き
上
げ
に
こ
だ
わ
る

　

春
闘
勝
利
を
め
ざ
し
意
思
統
一

春
闘
討
論
集
会
講
演
の
要
旨　

講
師　

在
間
秀
和
弁
護
士

　

私
た
ち
が
め
ざ
す
「
働
き
方
改
革
」
と
は

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

つ
ぶ
や
き　

お
や
す
み
漫

二
面　

青
年
女
性
春
闘
討
論
集
会
（
二
／
三　

共
済
会
館
）

　
「
年
休
消
化
は
二
日
」

　

分
散
会
で
職
場
実
態
を
交
流

女
性
部 

対
県
交
渉
（
二
／
七
）

　

契
約
更
新
時
に
妊
娠
、
雇
い
止
め
は
マ
タ
ハ
ラ

衛
生
医
療
評 

対
県
交
渉
（
二
／
二
）

　

医
療
と
介
護
の
環
境
改
善
求
め
る

　

不
採
算
部
門
を
担
う
公
的
病
院
の
存
続
を
要
請

小
野
裁
判
闘
争
（
二
／
七
）

　

控
訴
人
請
求
を
棄
却
す
る
不
当
判
決

会
計
年
度
任
用
職
制
度
化
に
向
け
て
①

　

雇
用
安
定
と
処
遇
改
善
を
勝
ち
取
ろ
う

№
1516　

二
〇
一
八
年
三
月
十
五
日

一
面　

県
本
部
決
起
集
会
（
二
／
十
七　

神
戸
市
内
）

　

組
織
化
進
め
処
遇
改
善

　

臨
職
評
酒
井
議
長 

日
々
の
仕
事
に
自
信
と
誇
り
を

二
〇
一
八
現
業
交
流
集
会
（
二
／
二
十
三
～
二
十
四　

津
名

ハ
イ
ツ
）

　

現
業
・
公
企
闘
争
勝
利
に
向
け
て

　

要
求
・
交
渉
・
妥
結
の
闘
争
サ
イ
ク
ル
確
立
を

ス
ト
権
確
立
を
宣
言

　

兵
庫
は
73
・
82
％

岸
ま
き
こ
さ
ん
が
兵
庫
入
り
（
二
／
十
九
～
二
十
）

　

自
治
労
の
政
策
実
現
へ

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

高
齢
化
時
代
の
好
例　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

二
〇
一
八
水
道
集
会 

下
水
道
部
会
交
流
会
（
二
／
十
六
～

十
七　

共
済
会
館
）

　

水
道
事
業
の
あ
り
方
を
学
ぶ

　

知
り
得
た
知
識
を
単
組
・
職
場
へ

障
労
評
交
渉
（
二
／
二
十
）

　

非
正
規
雇
用
の
実
態
把
握
で
一
歩
前
進

　

労
働
局
か
ら
努
力
す
る
と
の
回
答
引
き
出
す

県
本
部
二
〇
一
八
春
闘
討
論
集
会 

分
科
会
報
告
①

　

よ
り
良
い
地
域
医
療
に
む
け
た
春
闘
の
取
り
組
み

　

働
き
方
改
革
と
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
考
え
る

№
1517　

二
〇
一
八
年
四
月
一
日

一
面　

県
市
町
振
興
課
交
渉

　

不
適
切
な
事
例
へ
は
助
言
す
る

　

会
計
年
度
に
特
化
し
た
協
議
も
確
認

全
国
町
村
職
評
議
会 

総
決
起
集
会
（
二
／
二
十
三
／
東
京

よ
み
う
り
ホ
ー
ル
）

　

職
場
の
声
を
町
村
評
へ

　
「
地
方
財
政
確
立
」
国
会
請
願
デ
モ

連
合
兵
庫 

決
起
集
会
（
三
／
三　

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
）

　

格
差
是
正
を
め
ざ
す

た
つ
の
市
議
選
船
引
宗
俊
さ
ん
を
推
薦

自
治
労
カ
ッ
プ
開
幕

　

み
ん
な
で
夢
を
応
援

　

大
会
協
賛
の
お
願
い

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

傘
下　

松
本　

真
紀
子

二
面　

病
院
集
会
（
三
／
二　

共
済
会
館
）

　

安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を

　

地
域
医
療
構
想
の
理
解
求
め
る

都
市
公
評 

春
闘
学
習
会
（
三
／
三
）

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
て
意
思
統
一

　

神
戸
交
通
で
新
規
採
用
再
開

五
・
三
兵
庫
憲
法
集
会
（
案
内
）

県
本
部
二
〇
一
八
春
闘
討
論
集
会 

分
科
会
報
告
②

　

地
方
財
政
の
確
立
と
地
方
公
務
員
の
賃
金
を
考
え
る

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
向
け
た
組
織
拡
大
を
考

え
る

№
1518　

二
〇
一
八
年
四
月
十
五
日

一
面　

二
〇
一
八
春
闘
交
渉
（
三
／
二
十
二
～
二
十
三
）

　

勧
告
で
の
誠
意
あ
る
対
応
を
確
認

　

人
勧
期
に
向
け
闘
争
体
制
の
強
化
を

三
・
一
六
行
動
日

　

五
単
組
が
行
動
配
置

　

新
年
度
人
員
配
置
を
確
認

障
害
者
春
闘
二
〇
一
八（
三
／
三
十
一　

神
戸
市
勤
労
会
館
）

　

障
害
者
は
不
要
な
存
在
な
の
か

　

相
模
原
事
件
を
振
り
返
る

メ
ー
デ
ー
に
結
集
し
よ
う
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 　

一
度
に
課
題
多
す
ぎ　

大
植　

賢

二
面　

県
本
部 

第
十
三
回
卓
球
大
会
（
三
／
十
八　

加
西
市
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

　

神
戸
市
職
労
が
二
連
覇

　

チ
ー
ム
の
若
返
り
は
か
り
、
総
合
力
ア
ッ
プ

公
共
民
間
協 

春
闘
学
習
会
（
三
／
二
十
一
）

　

地
域
に
根
ざ
し
た
介
護
制
度
を

退
職
手
当



　

調
整
率
は
国
ど
お
り

　

実
施
日
は
四
月
一
日

自
治
労
本
部 

青
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
企
画
（
案
内
）

№
1519　

二
〇
一
八
年
五
月
十
五
日

一
面　

人
員
確
保
・
男
女
平
等
・
夏
期
一
時
金
闘
争

　

業
務
量
に
見
合
っ
た
人
員
配
置
を

　

現
業
・
公
企
闘
争
の
第
一
次
交
渉
ゾ
ー
ン
に
位
置
付
づ
け

人
員
確
保
・
男
女
平
等
産
別
統
一
闘
争
日
程

夏
期
一
時
金
闘
争
日
程

第
八
十
九
回
兵
庫
県
メ
ー
デ
ー
神
戸
中
央
大
会（
四
／
二
十
八
）

　

働
く
者
の
た
め
の
働
き
方
改
革
を
す
す
め
よ
う

県
本
部
ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
（
案
内
）

平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
（
案
内
）

県
本
部
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

出
る
わ
・
出
る
わ　

大
西
英
剛

二
面　

戦
争
さ
せ
な
い
、
９
条
壊
す
な
！
兵
庫
憲
法
集
会
（
五
／
三

　

神
戸
市
・
東
遊
園
地
）

　

安
倍
政
権
を
退
陣
へ

　

立
憲
主
義
無
視
、
政
治
の
私
物
化

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク 

武
田
尾
ハ
イ
キ
ン
グ
（
三
／
十
七
）

　

家
族
参
加
で
初
企
画

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
水
道
部
会
里
山
環
境
保
全
活
動
（
三
／

二
十
四
）

　

約
四
時
間
、
伐
採
作
業

た
つ
の
市
議
会
議
員
選
挙

　

激
戦
制
し
初
当
選

自
治
労
カ
ッ
プ
少
年
野
球
大
会
（
五
／
三
～
五　

尼
崎
市
）

　

総
勢
一
〇
〇
チ
ー
ム
が
熱
戦

　

二
十
九
単
組
、
六
団
体
が
協
賛

県
本
部
政
策
実
現
会
議
（
四
／
十
九　

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
に
財
政
効
果
な
し

　

各
級
議
員
が
意
見
交
換

№
1520　

二
〇
一
八
年
六
月
一
日

一
面　

反
行
革
・
組
織
集
会
（
五
／
十
一
～
十
二　

加
西
市
内
）

　

人
員
確
保
闘
争
に
向
け
意
思
統
一
を

　

職
場
の
声
で
改
善
へ

自
治
労
本
部　

鬼
木
誠
総
合
公
共
民
間
局
長 

基
調
講
演

　

困
っ
た
と
き
は
組
合
に
相
談

　

良
い
職
場
を
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

高
砂
不
当
処
分
撤
回
闘
争

　

退
職
前
に
処
分
取
り
消
し

　

五
年
間
の
た
た
か
い
に
終
止
符

第
二
十
八
期
県
本
部
労
働
学
校
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

私
も
二
刀
流
で
す
・
・
・　

お
や
す
み
漫

二
面 

第
二
回
青
年
女
性
大
交
流
会
（
五
／
十
九
～
二
十　

養
父
市
）

　

二
日
間
、
ガ
ッ
ツ
リ
交
流

　

ゲ
ー
ム
や
バ
ン
ド
を
楽
し
む

ま
ん
が
集
団
第
三
十
一
回
例
会
（
五
／
十
二
）

　
「
い
ま
い
ち
座
」
描
き
手
で
座
談
会

　

生
活
感
溢
れ
る
ま
ん
が

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

　

非
正
規
の
組
織
化
を

稲
美
町
長
選
挙

　

無
投
票
で
三
選

訂
正
と
お
詫
び

№
1521　

二
〇
一
八
年
六
月
十
五
日

一
面　

第
二
十
一
回
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
（
六
／
二

　

神
戸
市
勤
労
会
館
）

　

障
害
者
差
別
解
消
法
を
学
ぶ

　

当
事
者
と
の
対
話
が
重
要

大
阪
市
立
大
学
他
非
常
勤
講
師　

松
波
め
ぐ
み
さ
ん　

記
念

講
演
要
旨

差
別
解
消
法
を
生
か
す
た
め
に

　
　

対
話
を
通
じ
て
共
生
社
会
へ

第
一
五
五
回
自
治
労
本
部
中
央
委
員
会
（
五
／
二
十
四
～
二

十
五　

東
京
）

　

当
面
の
闘
争
方
針
確
認

　

岸
ま
き
こ
の
勝
利
へ

第
二
十
八
期
県
本
部
労
働
学
校
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

安
倍
の
身 
屈
す　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
（
五
／
二
十
七　

私
学
会
館
）

　

地
域
医
療
を
支
え
る
人
材
の
確
保
を

　

元
町
駅
周
辺
で
街
頭
ア
ピ
ー
ル

三
木
裁
判
闘
争
大
阪
高
裁
判
決
（
五
／
二
十
五
）

　

組
合
側
の
主
張
を
認
め

　

市
側
の
控
訴
棄
却

人
権
教
育
ひ
ょ
う
ご
総
会
（
五
／
二
十
七
）

　

部
落
差
別
ど
う
考
え
る

　

若
者
パ
ネ
ラ
ー
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

県
本
部
書
記
会
議
研
修
会
（
六
／
一
～
二　

神
戸
市
内
）

　

自
治
労
運
動
へ
の
主
体
的
な
参
画
を

№
1522　

二
〇
一
八
年
七
月
一
日

一
面　

県
本
部
第
二
〇
四
回
中
央
委
員
会（
六
／
二
十
二　

県
民
会
館
）

　

会
計
年
度
の
ヤ
マ
場
確
認

　

処
分
撤
回
な
ど
、
た
た
か
い
を
共
有

平
和
友
好
祭
学
習
会
（
六
／
二
十
二
）

　

反
核
リ
レ
ー
前
段
に
被
爆
体
験
学
ぶ

夏
期
闘
争
結
果

　

定
年
退
職
を
上
回
る
採
用
を
確
認

県
本
部
福
祉
集
会
（
案
内
）

県
本
部
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

中
央
省
庁　

カ
イ
ザ
ン
ジ
ャ
ー　

松
本
真
紀
子

二
面　

第
三
十
五
回
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い（
六
／
十　

神
戸
市
内
）

　

職
場
改
善
へ
実
践
深
め
る

　

非
正
規
の
組
織
化
が
重
要

阪
神
淡
路
、
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
新
組
交
流
会

　

楽
し
い
企
画
出
し
合
う

第
二
十
一
回
平
和
・
人
権
・
環
境
の
集
い　

分
科
会
報
告
㊤

　

滞
日
外
国
人
の
こ
こ
ろ
支
援

　
　

捉
え
方
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る

　

差
別
解
消
法
の
具
体
化
に
向
け
て

　
　

職
員
向
け
手
話
通
訳
を
配
置

№
1523　

二
〇
一
八
年
七
月
十
五
日

一
面　

県
本
部
二
〇
一
八
労
働
安
全
衛
生
集
会
（
六
／
二
十
六　

共

済
会
館
）

　

全
て
の
職
場
で
三
六
協
定
締
結
を

　

七
月
は
労
働
安
全
衛
生
強
化
月
間

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
賃
金
担
当
者
会
議
（
六
／
二
十
九   

共
済
会
館
）

　

今
年
度
中
の
決
着
へ

核
兵
器
の
廃
絶
求
め
反
核
リ
レ
ー
が
出
発

　

七
月
三
十
一
日
、
神
戸
市
役
所
到
着

平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
の
集
い
で
の
発
言
に
つ
い
て

　

差
別
発
言
に
対
す
る
対
応
の
不
備
を
反
省

　

差
別
発
言
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中
！　

大
植
賢

二
面 

県
本
部
第
四
十
回
野
球
大
会

　

神
戸
市
従
圧
巻
の
Ｖ



　

八
鹿
病
院
は
初
の
準
優
勝

県
本
部
第
四
十
回
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
六
／
二
十
三   

宍
粟
市
）

　

豊
岡
病
院
労
組
が
接
戦
制
す

　

悲
願
の
初
優
勝
に
輝
く

第
二
十
一
回
平
和
・
人
権
・
環
境
の
集
い　

分
科
会
報
告
㊦

　

神
戸
市
交
通
局
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
を
体
験

№
1524　

二
〇
一
八
年
八
月
一
日

一
面　

二
〇
一
八
人
勧
期
闘
争

　

民
間
相
場
を
踏
ま
え
た
勧
告
を

　

勧
告
の
翌
日
に
統
一
行
動
日
を
配
置

自
治
労
青
年
女
性
中
央
大
交
流
会
（
七
／
十
三
～
十
五　

山

梨
県
）

　

職
場
の
問
題
を
客
観
的
に
認
識

　

参
加
者
の
感
想
を
紹
介

フ
ォ
ー
ラ
ム
ひ
ょ
う
ご
総
会
（
七
／
十
六
）

　

広
く
手
を
つ
な
ぎ
平
和
憲
法
を
守
ろ
う

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル　

大
西
英
剛

二
面　

県
本
部
福
祉
集
会
（
七
／
二
十
一　

県
民
会
館
）

　

抱
樸
の
奥
田
さ
ん
が
講
演

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
女
性
部　

新
組
合
員
交
流
学
習
会

（
六
／
二
十
九
～
三
十　

新
温
泉
町
）

　

一
人
で
悩
ま
ず
仲
間
づ
く
り

　

新
入
組
合
員
が
学
習
と
交
流
深
め
る

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク　

職
場
点
検
活
動

　

加
古
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
七
／
四
）

　

加
東
市
民
病
院
（
七
／
二
十
四
）

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
水
道
部
会　

職
場
安
全
点
検
活
動

　

三
田
市
古
城
浄
水
場
（
七
／
十
三
）

№
1525　

二
〇
一
八
年
八
月
十
五
日　

人
事
院
勧
告
特
別
号

一
面　

二
〇
一
八
人
勧

定
年
六
十
五
歳
へ
段
階
的
引
き
上
げ

給
与
水
準
は
六
〇
歳
前
後
七
割
に

公
務
員
労
働
組
合
連
絡
会　

声
明

二
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告　
（
一
面
の
続
き
）

三
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告　
（
二
面
の
続
き
）

四
面
～
五
面　

行
政
職
俸
給
表
（
一
）

六
面　

行
政
職
俸
給
表
（
二
）

七
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告　
（
三
面
の
続
き
）

八
面　

給
与
勧
告
の
骨
子　

定
年
を
段
階
的
に
六
十
五
歳
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
国
家
公

務
員
法
等
の
改
正
に
つ
い
て
の
意
見
申
し
出
の
骨
子

№
1526　

二
〇
一
八
年
九
月
一
日

一
面　

現
業
評
会
議
定
期
総
会（
八
／
三　

シ
ー
サ
イ
ド
舞
子
ビ
ラ
）

　

現
業
公
企
闘
争
を
全
力
で

　

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を

衛
生
医
療
評
定
期
総
会
（
八
／
三　

共
済
会
館
）

　

地
域
医
療
の
充
実
を
め
ざ
す

女
性
組
合
員
交
流
会
（
八
／
四　

神
戸
市
内
）

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
解
消
に
は
女
性
の
覚
悟
も
必
要

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

高
値
の
野
菜　

お
や
す
み
漫

二
面　

近
畿
地
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
七
／
三
十
～
三
十
一
）

　

宝
塚
が
圧
巻
の
二
連
覇
達
成

　

バ
レ
ー
は
豊
岡
病
院
健
闘
す
る
も
第
四
位

地
震
の
怖
さ
と
備
え
の
大
切
さ
学
ぶ

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
労
安
点
検
（
七
／
二
十
七　

香
住
町
）

　

日
頃
か
ら
の
整
理
整
頓
を

沖
縄
視
察
団
（
七
／
二
十
七
～
二
十
九
）

　

基
地
反
対
の
市
民
の
姿
に
触
れ

過
去
を
学
び
未
来
へ
つ
な
げ
る
ツ
ア
ー
（
八
／
六
）

　

地
震
の
怖
さ
と
備
え
の
大
切
さ
学
ぶ

「
災
害
特
別
カ
ン
パ
」へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す（
案
内
）

＊         

＊         

＊         

＊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

№
172　

二
〇
一
七
年
九
月
十
九
日

一
面　

十
月
は
各
級
地
方
自
治
体
選
挙
が
執
行

　

神
戸
市
長
選

　

西
脇
市
議
選

　

新
温
泉
町
議
選

　

豊
岡
市
議
選

　

南
あ
わ
じ
市
議
選

№
173　

二
〇
一
七
年
十
月
十
日

一
面　

衆
議
院
選
挙
公
示
、
投
票
日
は
十
月
二
十
二
日

　

よ
こ
は
た
和
幸
三
区
（
須
磨
区
・
垂
水
区
）
駆
け
巡
る

二
面　

兵
庫
県
内
で
の
本
部
推
薦
候
補
者

　

第
二
区　

ふ
な
か
わ
治
郎

　

第
四
区　

佐
藤
や
す
き

　

第
五
区　

梶
原
や
す
ひ
ろ

　

第
六
九　

桜
井
シ
ョ
ウ

№
174　

二
〇
一
八
年
五
月
二
十
八
日

一
面　

県
本
部
現
業
評
議
会
ニ
ュ
ー
ス　

『
二
〇
一
八
年
度
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
の
あ
り
方
』

に
つ
い
て

県
本
部
人
員
確
保
闘
争
の
日
程

二
面　

檄
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№
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№
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1
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№
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2
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№
174－

2


